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本研究では、孤立型サブストームにおける昼夜の電場および磁場応答について、AMPEREで観測された R1/R2電流の
影響とサブストームカレントウェッジ（SCW）の遠隔効果に焦点を当てた結果を報告する。
極域電離圏には、磁気圏対流系の消長と連動する R1電流と、内磁気圏の圧力勾配領域の消長と連動する R2電流の二
つの電流系が存在する。これらの電流に加えて、強いプラズマインジェクションによってサブストームが発生すると、プ
ラズマフローの端にあるプラズマの渦によって SCWが発生する。これは R1電流と同じ電流極性を持つ。�これまでの
研究では、観測やシミュレーションによって、これらの電流が発展する際、R1電流によって浸入電場が強まり、R2電流
によって遮蔽されることが報告されているが、浸透電場の統計的性質は依然として明らかになっていない。
本研究では、2010 年から 2013 年に発生した孤立型サブストームを対象に、R1/R2 電流と SCW が、中緯度から
赤道域の電磁場応答に与える影響を統計的に調査した。AMPERE を用いて R1/R2 電流の大きさと分布を評価し、
MAGDAS/SuperMAG の地上磁場データと、九州大学の FM-CW レーダー/SuperDARN の電離圏電場データを用いて、
それに対応する電磁場応答を解析した。
その結果、昼側と夜側で以下の特徴が見られた。superposed epoch analysisにより、昼側では、中緯度から赤道域にか
けて広範囲にわたって H成分が減少する傾向が見られた。また、D成分は夕側で増加し、朝側で増加する傾向が見られ
た。これらは、昼側の磁場変動に SCW による遠隔効果が現れていることを示唆している。また、赤道域と低緯度の H
成分の差に注目すると、ほとんどのイベントでその差はわずかであった。個々のイベントに着目すると、赤道域での振幅
増加が観測されたイベントもいくつかあったが、その時間変動はサブストームの expansion phaseと必ずしも一致せず、
AMPEREで観測した昼側の R1/R2型電流の発展と良い相関を示した。これは、昼側の R1/R2型電流が赤道域にまで侵
入する電場を生成していることを示唆している。夜側では、AMPEREが観測した R1/R2 FACの発展と電場との強い相
関が見られた。電場の方向は SCWとの相対位置および R1/R2電流の強度比によって決まり、R1/R2電流の比率と SCW
の位置が夜側の侵入電場における主要な要因であることが示唆される。
本発表では、これらの結果に加えて、FM-CWと SuperDARNを組み合わせ、電場発展を３次元的に議論した結果を報
告する。


